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｢北勢線応援酒｣ 発売のお知らせ

拝啓 晩秋の候、 貴社ますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。 平素は格別のお引き

立てを賜り、 ありがたく厚く御礼申し上げます。

さて、 弊社では三岐鉄道北勢線とのコラボ企画として北勢線の電車の写真をデザインし

たラベルの純米酒 ｢北勢線応援酒｣ を発売いたします。 地元ローカル鉄道北勢線を地酒で

応援いたします。 何卒御社媒体にてご紹介いただければ幸いに存じます。

敬具

名称 ｢北勢線応援酒｣ 青雲 純米酒 3 0 0 m l詰

参考価格 (税込み) 1 , 0 5 0 円 (3 0 0 m l × 2 本セット)

発売日 平成 2 3 年 1 1 月 2 5 日より

発売場所 後藤酒造場及び桑員地区の酒販店など

商品に関するお問い合わせ

合資会社後藤酒造場
脆L0 5 9 4 一 3 1 一 3 8 7 8

北勢線に関するお問い合わせ

三岐鉄道株式会社 運輸課
1131 0 5 9 一 3 6 4 一 2 1 4 3



｢北勢線応援酒｣ 発売のお知らせ

｢青雲｣ ｢久波奈｣ の銘柄で知られる桑名の蔵元 ｢合資会社後藤酒造場｣ が、 日と勢線応

援酒｣ を発売する。
テレ朝チャンネルの番組 ｢拝啓!! 鉄道人｣の企画から生まれた三岐鉄道とのコラボ商品。

北勢線は、 非常に珍しい軌道幅が 7 6 2 肛 m の特殊狭軌 (ナローゲージ) の路線で、 多

くの鉄道ファンからも愛される地元のローカル線ではあるが、 累積赤字が続き、 近鉄の撤

退で廃線の危機に。 地元自治体の支援により平成 1 5 年から三岐鉄道が運営を継承してい

る。 乗客数の改善が見られるも今なお厳しい経営が続いており、 廃線の危機は去ってはい

ない。そんな北勢線を応援しようと沿線の蔵元 ｢合資会社後藤酒造場｣が、 ｢北勢線応援酒｣

を発売する。
合資会社後藤酒造場では、 毎年、 近鉄ハイキング ｢酒蔵みてある記｣ を行っており、 そ

のときには桑名駅経由の北勢線で多くの参加者に蔵を訪れてもらっている。 その縁で三岐

鉄道と協力して北勢線や沿線の魅力発信をしていくことになった。
｢北勢線応援酒 ｣ は、北勢線沿線の桑名市嘉例川地区で栽培された酒米を使用して醸

した純米酒。 お土産品としてお求めやすい様にラベルに黄色い車体の北勢線を配した 3 0

0 m lの小瓶で発売。 (ラベルは、 二種類。 一つは ｢拝啓襲 鉄道人｣ においてアイドルの森

田涼花が撮影した写真を使用)

･発売日“は平成 2 3 年 1 1 月 2 5 日より

･参考価格 (税込み) 2 本セットで 1 ,0 5 0 円で販売。
収益の一部が企画協力金として北勢線の利用促進費に中てられる。

沿線の酒販店に売り込むと共にネットでも販売。 全国の鉄道ファンにも販売していきた

いと考えている

初回は、 5 0 0 セット 1 0 0 0 本を用意。 好評ならば継続販売して息の長い支援をして

いく。 また、 これ以降も三岐鉄道との共同企画を行う予定。

嘉例川地区産酒米
北勢線星川駅の北西に位置し、 今なお ｢ヒメタイコウチ｣ や ｢ホトケドジョウ｣ などの
希少生物が生存する貴重な里山である嘉例川地区。
次代にこの里山を残すため地区をあげて環境保護に取り組んでいます。 昔ながらの水田

を残すため減農薬減化学肥料で栽培された酒米を使用することで、少しでも環境保護活動

の助けにできればと思い純米酒を醸しています。
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糜慨て癈そう魂讓讓

桑名駅は近鉄線とJR線の共用駅で、同じ
構内に標準軌と狭軌の両方を見ることが
出来る。
そして隣接する西桑名駅にはナローゲージ。

テレ朝チャンネル｢拝啓･!錠達人｣の
企画から生まれた三岐鉄道北勢線とのコラポ摘品
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3っの異なるゲージが並ぶ、 “ ; .- --‐ -‐
すること｢日本でも珍しい場所｣ 活動の肋なのだ。 ℃ '
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合資会社後藤酒造場桑名市嘉{列鰭地團産米樅◎◎箋
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米 酒 3 0 o m l
※収益金の一部が企画協力として北勢線の利用促進費にあてられます。


